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【令和２(2020)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 
 Ａ＋ 当初計画を上回っており、かつ改善した評価指標による目標達成が見込まれる。 

 Ａ 当初計画が達成されつつあり、今後の目標達成が見込まれる。 

○ Ａ－ 当初計画より一部遅れは見られるが、概ね今後の目標達成が見込まれる。 

 Ｂ 今後の目標達成の見込みはあるが、経費の使用に問題があるため、経費の減額

が適当である。 

 Ｃ 今後の目標達成が見込まれないため、取組の中止が適当である。 

（評価意見） 
国際誌 The Horticulture Journalの質的強化、国際的認知度向上、編集体制強化を目指し、年

1回の特集号発行、ターゲット型プロモーション及び外国人編集委員・査読者の増員に取り組んで

きたことは評価できる。 

なお、具体的な数値目標として、学会は次の 6項目の改善を設定している。 

 

① 年間投稿件数、②年間掲載海外論文数、③年間論文アクセス数、④インパクトファクター、⑤

外国人編集委員の割合、⑥外国人査読者の割合 

 

これらのうち、②年間掲載海外論文数及び③年間論文アクセス数はすでに最終目標を超えてい

るが、①年間投稿数、④インパクトファクター及び⑤外国人編集委員の割合については中間目標に

やや届いておらず、⑥外国人査読者の割合については中間目標が 20％のところ 10.3％にとどまっ

ている。課題終了時にはこれらも目標を達成できるよう、更なる努力が望まれる。 

 
 


